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2 納富信留『ソフィストとは誰か？』、ちくま学芸文庫、2015 年、295-306 頁（初版は人文書
院、2006 年、251-260 頁）。同書の第 2 部第 8 章「言葉の両義性―アルキダマス『ソフィスト
について』―」自体、全体としてアルキダマスの所説を問題にしていると言える。 


















 Ludwig RADERMACHER (ed.), Artium scriptores (Reste der voraristotelischen 
Rhetorik) (Sitzungsberichte der Österreichischen Akademie der Wissenschaften. 
Philosophisch-historische Klasse, 227. Band, 3. Abhandlung), Wien: Rudolf M. Rohrer, 
1951, pp. 135-141 を底本として訳出し3、訳出に当たっては納富氏の日本語訳に
加えて英訳4をも参照した。訳文中の番号は、底本にあるものをそのまま使用し
た。訳文の段落区分も底本に従っている。なお、アルキダマスのこの著作につ
いては何と 300 頁超の註釈書（Ruth MARIß, Alkidamas: Über diejenigen, die 
schriftliche Reden schreiben, oder über die Sophisten. Eine Sophistenrede aus dem 4. 




                                                 
3 これ以外に筆者が参照しえた批判校訂版としては F. BLASS (ed.), Antiphontis orationes et 
fragmenta, adiunctis Gorgiae Antisthenis Alcidamantis declamationibus, Lipsiae: In aedibus B.G. 
Teubneri, 1908, pp. 193-205があり、両者は読みの復元で所々異なるようだが、ここでは Blass版
への言及は行なわないこととした。 
4 LaRue VAN HOOK, “Alcidamas versus Isocrates; the Spoken versus the Written Word”, Classical 
Weekly 12 (1919), pp. 91-94. 当然ながらと言うべきか、原文の逐語訳には必ずしもなっていない。
なお、比較的近年に刊行された J.V. MUIR (ed. & transl.), Alcidamas. The Works & Fragments, 
London: Bristol Classical Press, 2001は残念ながら参照できなかった。 
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な練習を行なうのが妥当だろう、そして他方で、書くことには遊戯の中でつい
、、
でに
、、
配慮するならば、正しい考えを持つ人々の間で、［この者は］正しい考え
を持っていると判断されるのが妥当だろう。 
 
